
【出前授業】「自分事として考えてほしい」 

震災と福島の環境再生を学ぶ特別講義を開催！ 

2026 年 6 月 4 日（木）、本校礼拝堂において、環境省 福島地方環境事務所の方々をお招き

し、全校生徒（約 600 名）および教職員を対象とした特別講義「自分事として考えてほしい 東

日本大震災と福島原子力災害 これまでとこれから」が開催されました。 

本校には福島県内出身者だけでなく、県外出身の生徒も約 4 割在籍しています。震災後に生

まれた・あるいは幼少期であった若い世代へ向けて、東日本大震災の発生からこれまでの歩み、

そして「除去土壌」の 2045 年 3 月までの県外最終処分や復興再生利用といった福島の「今と

これから」について正しく理解し、自ら考えるための非常に重要な機会となりました。 

 

■ 校長先生の体験談からスタート 

冒頭では、岩野政二校長先生よりご挨拶がありました。発災当時、避難指示が出された地域の

川俣町立山木屋中学校で校長を務めていた実体験を交えながら、「自身の生き方や、これから

の社会を考える大切な時間にしてほしい」と生徒へ熱い想いが語られました。 

 

■ 「もし、家の前の道に置かれるとしたら…？」自分事として向き合う講義 

続いて、福島地方環境事務所 復興再生利用企画課の小川理士氏による講義が行われました。 

講義では、震災から現在までの経緯や環境再生の取り組みだけでなく、中間貯蔵施設が位置

する双葉町・大熊町の人々の苦渋の決断や、施設内にある神社が 15 年経った今も大切に守ら

れているエピソードなども紹介されました。 

また、中間貯蔵施設に保管されている除去土壌の約 4 分の 3 は適切に管理した上で道路など

の公共事業で再生利用される予定であることや、放射線が健康に与える影響についても分か

りやすく解説されました。 

「もし自分の身近な場所で復興再生利用が行われることになったとき、正しい情報をもとに考

え、自分の意見を持つことが大切」 

単なる知識の暗記ではなく、自分たちの未来や暮らしに引き寄せて考える工夫がなされた講

義に、生徒たちは真剣な表情で耳を傾けていました。 

 

 

 

 

 

 

 



■ データで見る生徒の意識変化と自由記述のリアルな声 

講義後に実施されたアンケート結果からは、生徒たちのリアルな葛藤や深い気づきが浮かび上

がってきました。 

1. 約 9 割の生徒が「関心の変化」を実感 

「知らないから関心が持てない」という課題意識に対し、講義を経て約 9 割の生徒が意識の変

化（関心が高まったこと）を感じたと回答しました。今後の関わり方としても「現地を見学して

みたい（県内 90 名/県外 42 名）」「もっと詳しく知りたい（県内 84 名/県外 37 名）」というポ

ジティブな声が数多く寄せられています。 

 

2. 出身地による「視点の違い」と「新たな気づき」 

生徒たちの自由記述からは、それぞれの立場に応じた明確な視点の違いが見られました。 

【県内出身者の視点】『伝える・継承する』意識 

「原発事故や復興を身近な問題として捉え、どう次世代や全国に伝えていくか」という発想が

多く見られました。 

生徒の声：「震災後に生まれたさらに下の世代へも、正しい知識を伝えていきたい」「風評被害

をなくすために正しい情報を広めることが大事」 

【県外出身者の視点】『知る・理解する』意識 

「まずは正しい情報を知りたい」「全国で自分事として考える場が必要」という素直な受け止め

が多く見られました。 

生徒の声：「除染の土＝怖いというイメージがあったが、安全に再生利用できると知った」「他

人事と思わず、全国の学校でこのような講義を聞く機会を作るべき」 

 

3. 「自分事化」に向けた生徒たちからのアイデア 

若い世代へどう広めていくかという問いに対しては、高校生らしい具体的な提案がたくさん挙

がりました。 

SNS やデジタルコンテンツの活用（TikTok、Instagram、YouTube、WEB サイトでの分か

りやすい発信、ゲーム感覚で学べる工夫） 

体験・現地学習の充実（スタディツアー、現地見学、被災校舎の訪問、被災者の生の声を聴く） 

継続的な学習機会（全国の小中高での出前授業、授業内でのディスカッション） 

 

 

 

 

 

 

 



■ 学校より 

ニュースや教科書で見る「過去の震災」という事実から一歩踏み込み、現在進行形で行われて

いる環境再生や県外最終処分という社会課題を直視することは、これからの時代を生きる生

徒たちにとって不可欠な学びです。 

「学ぶ → 考える → 伝える」の循環を創り出し、知る・理解する視点を深めた県外出身生徒も、

伝える・継承する視点を強く持った県内出身生徒も、それぞれの立場で大きな成長を感じられ

る一日となりました。 

貴重な講義をご提供いただきました環境省 福島地方環境事務所の皆さまに、心より感謝申し

上げます。本校では今後も、社会課題に主体的に向き合い、行動できる人材の育成に取り組ん

でまいります。 


